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　先年パリに出張した折，滞在したホテルがサン・
ジェルマン大通り217番地のシャルコー邸に近かっ
たので，この神経学の泰斗ジャン=マルタン・シャ
ルコー（1825-93）の終の住処を訪れてみました。
建物の外壁のプレートには，“Fondateur de l’École 
de la Salpêtrière（サルペトリエール学派の創始
者）”と記されています（写真）。シャルコーはサル
ペトリエール病院の多くの患者に直接触れ，患者
を系統的に分類することを構想しました。この経験
から，数々の疾患の核となる症状とそのヴァリアン
トを明らかにする方法を教授法の基礎としつつ，そ
の後，神経症候学を体系づけました。前回，医学
用語語源対話Ⅴ［1］では主に神経解剖用語を取り上
げました。今回は何かとわかりづらい不随意運動
や発作性疾患などの神経症候用語を取り上げ，そ
れぞれの語源から神経学への理解を深めることに
します。
　なお用語の語源は主にKlein’s Comprehensive 
Etymological Dictionary of the English Language
［2］から引用し（“　”），英語説明は斜体で示した。
また医学用語の日本語訳は小児神経学用語集［3］を
参照した。
池田： お話に出てきた l’École de la Salpêtrièreに
ついて調べてみました。まず la Salpêtrière
とはパリの硝石工廠跡地にLouis XIVに
よって建設された病院であり，はじめは救
貧院，婦人・老人収容施設だったものが，
次第に精神病院として使われるようになり
ました。特にシャルコーの改革以後は神経
医学の中心として名声を博し，Charcot’s 
arthritisやCharcot-Marie-Tooth diseaseな
どに名を残しているほどです。ジークムン
ト・フロイト（1856-1939）もシャルコーのも
とで学び，精神医学における重要なヒント
を見つけて，その後，精神分析を創出しま
した。
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きをする」，“nictitating membrane”「（動物）
瞬幕（鳥やワニの瞼の下にある第三の瞼）」
となります。恐らくこれは藪や水中で餌を漁
る動物が眼を保護するために，急速に眼球
を覆う膜を必要としたのでしょう。自然の造
化の知恵を感じますが，この場合の反応の
主体はどこにあるのでしょうか。
 　次に「咀嚼」 “chewing, mastication” で
すが，“chew, ME. chewen, OHG. kiuen. G. 
kauen, to chew” 「噛む，噛み砕く，咀嚼
する」となり，ゲルマン語としてはあまり
相違はないようです。“masticate, to chew, 
mastication chewing” は “L. masticare, to 
chew, Gr. mastichan, to gnash the teeth, Gr. 
mastaks, jaws, mouth” となり，これは英語
の “mouth” と関連していますから，全体の
流れは「口を良く動かして噛み砕くこと」と
言い表せます。
 　また「嚥下」“swallowing”では，“swallow, 
ME. swelowen, OE. swelgan,  OHG. 
swelahan, MHG. swelhen, to gulp, swallow”
で大差はありません。しかし “gulp, to gulp, 
guzzle, swallow, ME. gulpen, Sw. glupa, to 
swallow, devour” となると後者は貪欲な食
べ方に問題があります。
 　同じ「嚥下」“deglutition” でも，“de-
glutition, a swallowing down, L. deglutitio, 
deglutire ＜ L. glutire, to swallow” さら
に “glut, to feed to satiety, OF. glotoier, to 
swallow, gulp down, glutton, to gorman-
dize” 「大食暴食する」となるとその差は甚
だしくなります。医学用語としての “swal-
lowing, deglutition” は果たしてこの差異を
考慮して使い分けているのでしょうか。さら
に「呼吸」「歩行」に関しては「意図的」に
起こしうる運動ですが，運動の大半は意図
することなく自動的に行っています。
杉田： 一方，意図しないで起こる病的な不随意
運動には，「振戦」“tremor”，「舞踏運動」
“chorea”，「アテトーゼ」“athetosis”，「バリ
ズム」“ballism＝ballismus”，「ジストニー／
筋緊張異常」“dystonia”，「ミオクローヌス」
“myoclonus”，「ジスキネジー」“dyskinesia”，
杉田： 「不随意運動」“involuntary movement” で
すが，意図しないで起こる運動で病的な
ものを言います。意図しないで起こる運動
には生理的な運動もあり，例えば「瞬き」
“wink, blink, nictitation”，「咀嚼」 “chewing, 
mast i ca t i on”，「嚥下」 “swa l l owing , 
deglutition”，「呼吸」，「歩行」などの自動運
動があり，不随意運動には含めません［4］。
池田： まず「随意」 “vo lun t a ry”，「不随意」
“involuntary” について述べますが，この
言葉はラテン語の “volo, v. to wish, want, 
voluntas, f. will, wish, desire, voluntarius, 
adj. voluntary” に基づいています。この 
“voluntary” は「有意志の，自発的，任意の，
随意の」と訳されますが，“voluntarius” は 
“F. voluntaire” から “E. volunteer” と変化
し「志願者，有志者，篤志家」と和訳され
ます。この発想によれば主語の想定によっ
ては誰の意志に従って行動するのか曖昧に
なるおそれがあります。頭脳の命令に従っ
て筋肉が「従順に」行動するのか，それに
関わらずに筋肉が「自発的に」反応するの
か想定の仕方によっては相反する表現にな
るとも言えます。
 　そこで “wink, to nod, wink, ME. winken, 
G. winken, OHG. to stagger, totter” と語源
をさかのぼると，「躓く，よろめく」から「頷
く，目配せ」するに意味が変わってきたこ
とが分かりますから，ここで「自由意志と
指示命令」の境界は極めて曖昧になります。
現代英語の範疇においては，頭脳の命令に
従って誰かに目配せを送るのでしょう。し
かし “blink” は “ME. blinken, G. blinken to 
gleam, sparkle, flash” そのままの意味で英
語になっています。だからこれも想定の仕
方によっては意志の所在が不明確ですが，
それは次の言葉に一層顕著です。
 　“nictitate” は，“nictitate, to wink, blink, 
L. nictare, to wink, blink ＜ L. nicere, to 
beckon ＜ I-E. kneigwh-, to bend” つまり手
や指を曲げて人に合図を送る仕草から「目
配せ」に変わったといえます。しかし，これ
が医学用語になると “nictitate, to wink”「瞬
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 　“asterixis” は別名 “flapping tremor” 「羽
搏き振戦」と言われます。代謝性疾患に
特有な震えと言いますが，これは “Gr. a-
（negative） ＋ stērixis, fixed position” であ
り，“Gr. stērizo, to fix, set, prop” の否定形
すなわち「特定の姿勢を保つことが不可能」
な症状をいいます。これは “st-, sta-, set, 
place, stop, stand” を意味する語根を持ち，
「羽根を振る動作」とは無関係です。ヒポク
ラテースの「流行病4.35」にこの言葉があり
ますから，症状としては古くから知られてい
たのでしょう。
杉田： なお異常な運動を理解するには，その運動
が見られる時点での意識水準や注意水準の
見極めが重要です［5］。J. Jankovic らは，「自
動的」 “automatic”，「随意的」“voluntary”，
「不随意的」“involuntary”運動に加え，
「半随意的／非随意的」“semivoluntary / 
unvoluntary” 運動の 4分類を提唱していま
す。確かにミオクローヌスなどの不随意運
動は意識的に起こすことも抑制することも
できません。
 　一方大半のチックは一部意識的に抑制可
能であり，またムズムズ感など意識下の内
的感覚刺激でストレッチ運動が誘発してし
まうrestless leg症候群などの異常運動を
「半随意的／非随意的」運動と称しました。
接頭辞“semi” はラテン語起源で「半」の
意です。“un” は古英語に由来する否定の接
頭辞で，ギリシア語に由来する否定の接頭
語が “a” でラテン語に由来する否定の接頭
辞が “in” であり，これら否定の接頭辞はイ
ンド・ヨーロッパ語族の “ne” が由来です。
それらの接頭辞を使いわけ，自分の学説を
提唱するため “semivoluntary/unvoluntary 
movement” なる医学用語を造語しました。
従って，「意半ばにあるいは意に非ず動く」
運動を示す用語と思われます。現代の日本
語でも否定の接頭辞は「無」，「不」，「未」，
「非」などがあり，「無知」，「不知」，「未知」
などと使い分けています。
池田： 「アテトーゼ」は “athetosis, Gr. athetos, not 
fixed ＋ -osis, thetos, fixed, set: affection of 
「チック」“tic” などがあります。まずは 「振
戦」ですが，静止時振戦，姿勢時振戦，動
作時振戦の 3分類されます。「静止時振戦」
“resting tremor”は拮抗筋が相反性に収
縮する振戦で，Parkinson病に見られる特
徴的不随意運動です。姿勢を維持している
時におこる振戦を姿勢時振戦と言い，本態
性振戦が代表です。肝性脳症で見られる振
戦は伸展させた手指の律動的落下現象で，
“asterixis” と名称されました。表面筋電図
上筋収縮の中断で起こる手の落下現象であ
り，これは振戦と言われてきましたが，ミオ
クローヌスの一種であり，陰性ミオクロー
ヌスと呼ばれます。ミオクローヌスは突然
瞬間的に起こる電撃的な運動で，四肢や顔
面の筋がピクッと収縮したことを示します。
なお意識障害を伴う場合はミオクローヌス
とは呼びません。アテトーゼは “without 
fixed position” の意で，緩慢に変動し，一
定の姿位を維持するのが難しい異常運動で
す。“tic” は不規則なすばやい運動で，ミオ
クローヌスに類似した運動から複雑な運動
まであります。
池田： まず 「振戦」“tremor, a quivering, trem-
bling” ですが，これは “F. trembler, L. 
tremulus, quivering, trembling, L. tremere, 
to shiver, quiver, tremble” から来ています
から，「震え戦き」であり「震戦」「震顫」
の方が正確ではないかと考えます。「舞踏運
動」“chorea” は，語源からは “chorus, Gr. 
choros” 「コロス（ギリシア悲劇中の歌を伴
う群舞）」です。それは舞台の上の狭い取り
囲まれた場所で，輪になって歌い踊る15人
ほどの踊り手を意味します。その原義は “I-
E. gher-, to seize, take, hold, close, envelop” 
ということで「取り囲み拘束する」意味を
伴います。だからこれが医学的に人が自由
に踊り歩く様子ではなく，「本人の意志では
制御できない不随意の攣縮運動を伴う病的
症状」を表すのにふさわしい言葉だと思い
ます。舞踏病がSt. Vitus’s Danceと呼ばれ，
この聖者が踊り手の守護神になったのは，
この演劇史を反映しているのでしょう。
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motion ＜ Gr. dys-, hard, bad, ill「不全，
異常，不良，困難，欠如」 ＋ Gr. kinein, to 
move, set in motion, change” ですから，
“dyskinesis, difficulty of movement” は筋
肉の異常収縮の結果を示す「運動異常」で
す。“dyskinesis＝ dyskinesia” はこの抽象
名詞を症状として表現したものです。“tic” 
はフランス語が語源ですが，“tic de pen-
sée” などと言って随時に勝手に脳裏に浮か
ぶ妄想まで含まれるに至っては，私などま
さに典型的なこの該当者といえます。語源
的には擬音語だと言いますから，身体や頭
が「チクチク」動く症状なのでしょうか。
杉田： “resting tremor” に対して，筋の長さを変
えながら収縮する等張性収縮で見られる振
戦を「動作時振戦」と言います。代表は小
脳振戦で，superior cerebellar peduncleの
傷害で見られます。多発性硬化症（multiple 
sclerosis）ではこの種類の振戦が多く，「断
続性発語，企図振戦，眼振」をシャルコー
の三徴と呼びましたが，その後多くの経
験から現在では特段の特徴ではありませ
ん。シャルコーと神経病理学者ヴュルピア
ンの共同により，パーキンソン病や多発性
硬化症の疾患概念が提唱されました。多
発性硬化症なる診断名はヴュルピアンの発
案であり，確かに神経病理学的命名です。
“sclerosis” 「硬化症」は “Gr. skleros, hard, 
harsh, sclerosis, hardening” から作られてい
るので，そのまま「硬化症」でよいでしょう
が，特に神経系や血管の硬化について用い
られています。
池田： シャルコーは偉大な神経科医であり，
Charcot’s arthropathy, Charcot syndrome, 
Charcot’s diseaseなどが知られていますが，
Charcot’s triadは胆管炎や多発性硬化症に
伴うそれぞれ三つの症状をいいます。ここ
ではそれらを詳しく挙げることは控えます
が，このtriadについて述べましょう。そも
そも “triad, L. trias, Gr. trias, the number 
three, group of three persons or things” と
は，「三人組，三主義，三元素」など三つで
特徴を持った組み合わせを構成するものを
the nervous system marked by involuntary 
movements of the fingers and toes” とあ
ります。「手足の指が不随意に動く症状」，
「手をもぞもぞ動かしたり，足を絶えず落
ち着かなく動かす動作」です。“pupillary 
athetosis” 「 瞳 孔 動 揺 」（ 別 名pupillary 
hippus）などもその異常運動を表現してい
ます。“ballismus, Gr. ballismos, a jumping 
about, dancing, Gr. ballein, to throw, Gr. 
bole, throw, Gr. belos, bolt, arrow” 即ち 
“ball-” 「投げる」， “bol-, bel-” 「投，放射，射
出，弾道」という意味上の発展がなされた
のでしょう。派生語では，“ballistics” 「弾道
学」， “ballistic missile”「弾道ミサイル」な
どがあります。「筋緊張異常」 “dystonia” は 
“dys-，negative ＋ tonia, tonos， that which 
is stretched, cord, band, sinew, tendons” と
ありますから，「調子が悪いのは楽器の弦，
身体の腱・筋肉の張り具合」であると理解
できます。
 　“myoclonus” は “myo ＋ clonus, Gr. 
klonos, turmoil, confused motion, esp. 
battle-rout” とありますから，これは身体の
内部の不調を「軍の大敗走，壊滅状態」に
例えたものだと分かります。このような戦場
ではいかなる名将軍といえども敗軍を押し
留めることはできないでしょう。ガレーノス
の文中にも脈拍の乱れについて同じ表現が
あります（Gal. 9.76,6.51）。なかなか大仰な形
容ですね。しかしこの“clonos” の語源 “Gr. 
klonos ＜ Gr. kloneo: drive tumultuously in 
confusion” 「大騒動を引き起こす」という意
味から想像すると，一匹の鼠が力瘤の皮膚
の下でもぞもぞ動いているのとは大違いで，
大腿筋や腹筋が左右交代で硬直痙攣を反復
して患者当人が悶絶する様が浮かび上がり
ます。ちなみに “muscle” という言葉は , “L. 
musculus: mus, mouse ＋ culus dim., a little 
mouse” の意味で，「力瘤（＝筋）が皮膚の
下を鼠が動いている」ように見えることから
名付けられました。
 　「ジスキネジー」とは，“dyskinesia, dif-
ficulty of moving ＜ Gr. kinesis, movement, 
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-onis. f. stretching, straining, tension, effort, 
aim, intention”と広範な意味が一語に盛り
込まれています。「引き延ばす，緊張させる，
精神を集中する，注意を向ける，意図する」
という意味が一語で表されるのです。だか
ら英語ではふつう「意図，目的」と理解さ
れていた言葉が，医学者の手中で目的とし
た結果の「治癒過程」として意味を援用し
たのでしょう。しかしその混乱を避けるため
にか，“intension” 「精神的緊張・努力」と
いう言葉もあります。学問的に厳密なドイ
ツ語は “Intention” 「意図，志向；治癒」と 
“Intension” 「精神の集中，内包」とを使い
分け，ふつうの「意図，目的」には“Absicht”，
“Zweck” を用います。
杉田： Stedman’s Medical Dictionary for the 
Health Professions and Nursing（以下
Stedman医学辞書）では，“ intention”
は “ 1 . An objective 2 . Surgery or 
operation” とあるので，医学領域では
「意図した操作」の意で用いていると思
われます。「発作性疾患」“paroxysmal 
disorders” の “paroxysm” とは，ギリシア
語 “paroxysmos” 由来で “a sharp spasm 
or convulsion” とあります。通常てんか
ん性と非てんかん性と分けて教科書では
説明されます。てんかん “epilepsy” です
が，Stedman医学辞書では，「ギリシア語
epilēpsiaで，seizure」のこととあります。
日本語で発作というと，“fits”，“seizures”，
“convulsions” があります。
池田： まず日常語 “fit, sudden attack of sickness, 
paroxysm” 「発作，ひきつけ，激発」とそ
の医学用語 “paroxysm” 「発作・痙攣」で
すが，その形容詞は “paroxysmal” 「発作
性の」となります。この “paroxysm” は
「急激な発作あるいは痙攣」ですが，語
源的には “Gr. paroxysmos,  irritation, 
exasperation” 「激高，憤激」であり，それに
は怒りの感情が籠められています。またこ
れは “Gr. paroxynein, to provoke, irritate ＜ 
Gr. oxynein, to sharpen ＜ Gr. oxys sharp” 
というように遡ることができます。すなわち
いいます。ですから一つの病気に特に目立
つ三つの症状が伴う時，それを発見した人
物の名を取って「誰々の三徴候」と言うの
です。それは人名のみならず身体の臓器の
特徴ある三つ揃いの器官についても言われ
ます。ここでもそれを列挙することはしませ
んが，医学用語がラテン語を経由してギリ
シア文化を背景に持つ事を考えれば，それ
について少し考察するのも良いでしょう。
 　ギリシア文化の最高の成果は悲劇作品と
言っても過言ではないと思います。その中の
代表作はアイスキュロスの「アガメムノン」
に始まる「オレステイア」三部作「trilogy」
ですが，その内容は親族殺人とその復讐，
裁きが三つの劇で上演され，三部作全体で
ひとつの物語を構成するようになっていまし
た。これは人間社会の因果応報の複雑な仕
組みを表現するためには，このような大が
かりで入念な舞台劇でなければ表現しきれ
ないからでしょう。上記の偉大な医学者た
ちがこの三徴候「triad, trilogy」という術語
を好んで用いた動機には，このような背景
があると思います。
 　これに関連して悲劇作品の三部作には内
容の重苦しさを軽減するために，もう一つ
軽妙な作品を加えて四部作「tetralogy」を
構成するものがあります。それで思いだす
のはtetralogy of Fallotです。この先天性
心疾患は大動脈騎乗，心室中隔欠損，右室
流出路狭窄，右室肥大から成り立っていま
すが，trilogy of Fallotには大動脈騎乗が含
まれていませんので，これが悲劇作品の第
四部に相当する軽微で副次的な徴候なので
しょうか。これらの症状はたがいに絡み合っ
てどれが原因で結果であるのか微妙ですか
ら，正に人間の悲劇の代表的な症例といえ
るでしょう。西欧の学者の教養は古典に基
づいているのだと感嘆します。
 　“intention”「意図，目的，（医）治癒過程
（様式）」も医学用語として意味が広がった
理由が正確には分かりませんが，ラテン語
の意味を見て推量できます。“L. intendo, v. 
to stretch, aim, intend, urge, assert, intentio, 
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池田： “apnea, apnoea, suspension of breathing 
「無呼吸，呼吸停止，窒息」，Gr. apnoia, 
absence of respiration ＜ a, negative, ＋ 
pneo, pnein, to blow, breathe” つまり息をし
ないことが窒息につながりますが，“pneo, to 
blow, breathe” 「呼吸する」と“pneuma, a 
wind, blowing, breath” 「生気，精神，霊魂」， 
“pneumon, the organ of breathing, lung” 
「肺」が同じ語根から出来ていることが重
要です。呼吸している事は生きている証し
であり，息を止める事は仮死，息を引き取
る事がすなわち死を意味することを示して
います。だからこの “pneu-” という語根か
ら “apnea「無呼吸」，dyspnea「呼吸困難」，
eupnea「正常呼吸」，hyperpnea「過呼吸」，
polypnea「多呼吸」，tachypnea「頻呼吸」” 
という用語が作られます。
 　“hyperekplexia” はDoland’s Illustrated 
Medical Dictionaryにも記載されておりませ
ん。この言葉を分析しますと，“hyper-, Gr. 
hyper, over, above, beyond, instead of, in 
behalf of, beyond ＝ L. super, above, over, 
on the top, moreover, besides”， “ec-, out of, 
Gr. ek-, out of ＝ ex-, out of, from, upward, 
completely, entirely, without, former” で
す。“ekplexia” は調べた医学辞典にはどこ
もありませんでしたが，ギリシア語辞典の
中でも稀有な抽象語“ekplexia” を見つけ
出しました。語源的には，“Gr. ekplēssō, to 
strike out of, drive away from, drive out of 
one’s senses, amaze, astound, Gr. ekplēxis, 
consternation「驚愕」，mental distubance, 
passion「精神障害」 ＝ Gr. ekplexia” で
す。したがって，“hyper 「超，高，過」 ＋ 
ekplexia 「驚愕，仰天，驚嘆，驚天動地」” 
との組み合わせです。なお “ec-” ではなく，
“ek-” を使用している点からは，“ekplexia” 
の命名者はギリシア語の素養があると思わ
れます。
 　“jitteriness”「神経過敏，不安感」です
が，「そわそわ，がたがた，びくびく」とい
う擬音語，擬態語からきていますし，機械
の微少振動も表すとなると「ビシビシ，ギ
「尖った鋭いものでチクチク刺して悩まして
憤激させる」という意味合いを帯びていま
す。医学的には患者を外部からこのように
苦しめる者が存在しなくても，心理的病理
的には相当に痛めつけられた結果がこのよ
うな症状となって表れていると理解できま
すね。
 　「てんかん」“epilepsy” は，“Gr. epilēpsia, 
liability to seizure「捕えられ，捉えら
れやすい」 ＜ Gr. epilambanein, to lay 
hold of, sieze, attack「捉え，捕まえ，攻
撃する」” となります。この “epilepsy, a 
chronic nervous disease characterized by 
convulsion” は「痙攣のような発作に襲われ
やすい慢性的神経症」ですから，その症状
に突然捕まり，襲われて，攻撃されると患
者は目を剥き口から泡を吹いて卒倒します
が，発作が鎮まると何事も起こらなかった
ように平常に帰ります。この原因を説明する
ために「何者かに捕まり，襲われた」と表
現したのでしょう。「痙攣，引きつけ，発作，
激発」 “convulsion” は，“L. convulsio ＜ 
L. convulsus, suffering from a wrenching 
of a limb, from convulsion, spasmodic ＜ 
L. convello, to drag violently, tear up, rend 
away, pull up, wrench off” です。語源はこ
のように遡りますから「（手足）を引き千切
り，もぎ取り，引き摺り苛む」様な苦しみで
身体痙攣させてもがきのたうつ状態である
と誇張すれば表現できます。
杉田： 私の専門である小児神経疾患では，新
生児，乳児期の non-epileptic eventsと
して，「apnea, benign sleep, myoclonus, 
hyperekplexia, jitteriness, shuddering」な
どがMeritt’s Neurology［6］にあります。
“hyperekplexia” はstartle responseであり，
てんかんとの鑑別で重要です。“jitteriness” 
や “shuddering” も新生児，乳児で見られ
ますが，まずはその発作型と意識障害が
ないことなどで，てんかん発作と見分けま
す。なお眼振，うなずき発作を特徴とする 
“spasmus nutans” は点頭てんかんと鑑別が
重要な疾患です。
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の語源から用語の基本的概念を知ることで，
わかりにくいと思われる神経学用語の理解
を深めたいものです。
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シギシ」という音まで聞こえてきそうです。
jitter-bugが訛って「ジルバ」（ジタバタ・ダ
ンス）になったといいますからまさに「ドタ
バタ騒ぎ」です。“shudder, ME. shoddren, 
shuderen, G. schaudern, skud-, to shake” も
同様に擬態語で「がたがた，ぶるぶる」の
類いと言えます。概して西欧語の擬音語は
反復しませんが，日本語や東南アジアの擬
音語は反復重音します。
 　“nutation”「点頭，不随意に頭を垂れ 
ること」とありますが，“L. nuto, to keep 
nodding, to sway to and fro, totter, waver” 
から「頻りに頷いたり，頭を揺すったりす
る仕草」が原義なのでこれも精神の不安定
が反映する動作でしょう。“nutans” はラテ
ン語の分詞形 “nodding, swaying, tottering” 
を意味します。“ spa sm ,  i n vo lun t a r y 
muscular contraction” 「痙攣，引き付け，発
作」は，“Gr. spao, span to draw, pull, tear 
out” から来ていますが，筋肉が自発的に引
き寄せる緊張運動をする結果です。
杉田： 小児期以降成人では，発作性疾患として
“syncope” や “paroxysmal dyskinesis” が
あります。“syncope” は脳虚血による意識消
失で，多くは良性とされます。“paroxysmal 
dyskinesis” は臨床型で幾つかに分類されて
おり，遺伝子も多く判明しています。
池田： “syncope, fainting, swooning”「失神，気絶，
卒倒」で急激な血圧降下によるものとされ
ます。その原義は “Gr. syncope, a cutting 
up, cutting short ＜ syn- ＋ coptein, to cut” 
であり，「切り詰め，短縮」を意味します。
しかし “Gr. koptein, to strike, smite, knock 
down, cut off, chop off” は樹木を切り倒す
ときに使われ，転倒はその結果です。これ
から判断すると患者が樹木を伐採するとき
のようにバッタリと倒れる様の形容です。
杉田： 神経学用語に限らず医学用語はギリシア語
やラテン語を基本としてそれらが話される
文化が反映されています。作成された用語
